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歯科衛生学生の社会人基礎力に対する臨床実習の効果ならびに自己

評価・他者評価に関する分析 

歯科衛生士は職場や地域社会等で多様な人々と仕事を行うことから，知識・技術の習得のみ

ならず，経済産業省の提唱する「社会人基礎力」を身に付けることが必要となる．著者はこれ

までに，臨床実習前後の歯科衛生学生の社会人基礎力について，継続的に質問紙調査を行い，

「前に踏み出す力」，「考え抜く力」，「チームで働く力」の 3つの能力とも臨床実習後には上昇

することを示唆する報告を行った．本研究ではさらに，自己評価と他者評価を比較し，歯科衛

生学生の社会人基礎力に対する臨床実習の効果について詳細に検討した．  

社会人基礎力は，3つの能力（12の能力要素）から把握できることが明らかにされている．

そこでこれら 12の能力要素を判定する質問紙を作成し，歯科衛生士養成校 3校［A校（4年制

大学），B校（短期大学），C校（専門学校）］の臨床実習を履修する歯科衛生学生 725名［A校：

91 名（2 ヵ年）,B 校：496 名（5 ヵ年）,C 校：138 名（3 ヵ年）］を対象に，5 段階評価で質問

紙調査を行った．さらに B校の 91名（1ヵ年）を対象に，専任教員 6名が自己評価と同様の手

法で他者評価を行い，自己評価と他者評価の相違を検討した．調査時期は各養成校の臨床実習

直前（以下実習前）と臨床実習途中（以下実習中），さらに臨床実習直後（以下実習後）とした．

本研究では，臨床実習前後での 3 つの能力および 12 の能力要素の差については，Wilcoxon の

符号付き順位検定を，実習前，実習中，実習後は Friedman検定で検討した．なお本研究は関西

福祉科学大学研究倫理審査委員会の承認（承認番号 18-21）を受けて行った． 

 歯科衛生士養成校 3校において，社会人基礎力の 3つの能力を臨床実習前後で比較検討した

結果,すべての年度でいずれの養成校においても，実習後で有意に上昇した（p<0.05）．3 つの

能力の中でも「前に踏み出す力」の平均値が，顕著な上昇を示した．12の能力要素について，

実習前後での上昇率をスコア化して検討したところ，3 校とも顕著に上昇する能力要素（働き

かけ力，ストレスコントロール力，主体性）が，同じ傾向にあった．B校については，5ヵ年分

の実習前，実習中，実習後をより詳細に検討したところ，実習前―実習中に有意な差を示す能

力要素と，実習中―実習後に有意な差を示す能力要素があった．自己評価と他者評価で検討し

た結果，実習前は「チームで働く力」のみ，実習中と実習後は全ての能力に有意な差が認めら

れた． 

以上の結果より，養成校の形態に関わらず，臨床実習を経験することにより社会人基礎力の

向上が図られることが示唆された．特に 3つの能力の中でも「前に踏み出す力」の上昇傾向が

高かったことから，臨床実習は「前に踏み出す力」の育成に有効であることが示唆された．能

力要素ごとの比較検討において，3 校ともに同じ傾向にあったことから，歯科衛生学生は臨床

実習において働きかけ力，ストレスコントロール力，主体性の能力要素に影響を及ぼす可能性

が示唆された． 

自己評価と他者評価の比較検討では，実習前は学生－教員間に大きな差はないが，実習が開

始されると，学生と教員間の社会人基礎力に関する評価に，差が生じる可能性が明らかとなっ

た．つまり，社会人基礎力向上の目標に対する認識の不一致もしくは，学生は実習を経験する

ことで，社会人基礎力が向上したと自負するのではないかと考えた．臨床実習は社会人基礎力

の 3つの能力，12の能力要素の有機的かつ多面的な育成に有効である可能性が示唆された．今

後，より詳細な検討が必要と考えられた． 
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